
２０２６年７月２６日 礼拝説教要旨 

ヨハネによる福音書講解説教８７「悲しみは喜びに」 

詩編１２６：１〜６、ヨハネ１６：１６〜２４ 

 

「しばらくすると、あなたがたはもうわたしを見なくなるが、またしばらくすると、わたしを

見るようになる」（１６節）あなたがたは「わたし」イエスさまをもう見なくなる。それはイエ

スさまの十字架の死を意味していると理解できます。けれども、またしばらくすると、わたし

を見るようになる。それは十字架の死から三日目にイエスさまがよみがえられたことを示して

います。ヨハネ福音書ではよみがえりのイエスさまと弟子たちとの再会の話を伝えています。

疑い深いトマスの話や弟子たちと朝の食事をする話、ペトロに「わたしを愛するか」と三度尋

ねた話などを思い浮かべます。そのように弟子たちはイエスさまを見なくなり、また見るよう

になりました。けれどもこれは単によみがえりのイエスさまと弟子たちが再会するだけに留ま

りません。イエスさまが天に昇られ、やがて終末において再び来られることまでを含んでいる

と解釈することもできます。そうなるとこれは弟子たちだけに限られたことではありません。

わたしたちもやがてイエスさまを見るようになる。イエスさまと相見えるのです。その約束と

捉えてもよいのです。 

 

注目したいのは、日本語では「しばらくすると」と訳された言葉ミクロンという言葉です。こ

れが１６〜１９節の間に実に７回も出てきます。ミクロンという言葉は皆さんもよくご存知の

「ミクロ」「マイクロ」という言葉です。これは数字の単位として使われています。１マイクロ

メートルと言うと、０、００１ミリメートル、つまり１０００分の１ミリです。１ミリを千等

分するのですからどんなに小さいかということがわかります。ですから「しばらく」という日

本語が少し曖昧ですが、これは少しの間ということです。「間も無く」と言ってもよいでしょう。

弟子たちはこの「しばらくすると」という言葉に引っかかってしまった。「しばらく」とはどう

いうことだろう。どれくらいだろう。そういうやりとりがなされます。時の感覚は人それぞれ

かもしれませんが、例えば楽しい時間はあっという間に過ぎます。けれども楽しくない、苦痛

な時間は長く感じることがあります。皆さんも「早くこの時間が過ぎ去ってくれたらいいのに」

と思うことがあるでしょう。でもそういう時間ほど長く感じるものです。 

 

イエスさまはこの別れの説教の後、捕らえられ十字架におかかりになられます。イエスさまの

お姿は見えなくなる。しかし間も無くまた再び見るようになる。死からよみがえりの間が「ミ

クロン」なのです。この時間の感覚は神学的な事柄でもあります。先々週、葬儀がありました。

わたしたちは一人の例外もなく死を迎えます。けれどもイエスさまと共によみがえることを信

じます。神さまのもとに行くのです。火葬場でヨハネの黙示録のみ言葉を読みます。「神が人と

共に住み、人は神の民となる。神は自ら人と共にいて、その神となり、彼らの目の涙をことご

とくぬぐい取ってくださる。もはや死はなく、もはや悲しみも嘆きも労苦もない。最初のもの

は過ぎ去ったからである」（黙示録２１：３〜４）これは終末における完成のとき、新しい天と

新しい地の成るときのことです。教会は天に召された人がすでにその救いに迎え入れられてい

ることを信じて葬りを行います。 

 

しかしそこでわたしたちの頭の中にふと疑問が沸き起こります。この死から終末、よみがえり

までの時間はどうなっているのか。まだ終末は来ていないではないか。ローマカトリック教会

では死から終末までの時間、死者が一時的に待機する場所があるという教えがあります。「煉獄」



と言います。死者はそこで終末を待っていないといけない。それはわたしたちの時の感覚で考

えているからそうなるのです。けれどもイエスさまは十字架で死なれる時に、一緒に十字架に

つけられた犯罪人に向かって「あなたは今日わたしと一緒に楽園にいる」（ルカ２３：４３）と

言われました。「今日」なのです。終末までずっと待っていなければならないのではない。今日

イエスさまと一緒に楽園に入る。これは神さまの時の中に移されるということでしょう。「千年

といえども御目には昨日が今日へと移る夜のひとときにすぎません」（詩編９０：４）とありま

す。この神さまの「ひととき」はわたしたちの感覚では千年もの時の流れを感じるのかもしれ

ませんが、神さまの時はほんのひとときなのです。それがミクロン。それは今日のイエスさま

の御言葉「またしばらくすると、わたしを見るようになる」この約束と通じています。わたし

たちは今の苦しみが永遠に続くように思うかもしれない。試練があると「神さま、いつまでで

すか」と問うでしょう。でもそれはひとときだ。またすぐにわたしを見る。それは十字架の死

を通り、よみがえりの命に生きておられるイエスさまの中でそうなるのです。 

 

イエスさまは「その悲しみは喜びに変わる」（２０節）とおっしゃいました。今は悲しんでも、

またイエスさまと出会い、心から喜ぶ時が来る。しかもその喜びを誰も奪い取ることはできな

いという慰めに満ちた約束がここにあります。このことをおっしゃる時にイエスさまは一つの

たとえを話されました。それは母親が子どもを産む時のことです。「産みの苦しみ」と言います。

その痛み、苦痛は想像がつきません。女性もそうでしょう。もう二度と子どもは産みたくない

とその時は思うと言います。ところがまた子どもを授かる。母親はその苦痛をわかっているは

ずですが、けれどもまたその苦痛に挑むのです。どうしてでしょうか。 

 

「一人の人間が世に生まれ出た喜びのために、もはやその苦痛を思い出さない」（２１節）とあ

ります。出産の苦痛を忘れるほどの喜びがそこにあるのです。子どもを産み育てる喜びの方が

出産の苦しみに勝るのです。喜びが悲しみを乗り越えてしまう。それがイエスさまの救いです。

イエスさまのよみがえりの喜びが十字架の悲しみを乗り越えていきます。パウロは書簡の中で

「死は勝利に飲み込まれた」（Ⅰコリント１５：５４）と書いています。勝利、よみがえりの命

に死が飲み込まれる。これが悲しみが喜びに変わる瞬間です。それは十字架を通って、三日目

によみがえられたイエスさまだからこそ可能なことです。悲しみの先に大きな喜びが待ってい

る。その喜びを知っているからこそ苦難に耐えることができる。その苦しみがほんのひととき

のことのように感じられるのです。 

 

先ほど葬儀の話をしましたが、先々週の葬儀では、急遽、よみがえりの讃美歌、以前の讃美歌

の１５１番を歌いました。「なみだの谷、雨はれて、み国のみち、のどかなり」久しぶりにこの

讃美歌を歌って心が晴れやかになりました。わたしたちはよみがえりの命に生きておられるイ

エスさまの御手に導かれて神さまの国に旅立つのです。それは死の悲しみを乗り越える喜びで

す。葬儀で喜ぶ。それは決して不謹慎なことではありません。それだけの救い、死をも乗り越

える救いをわたしたちは約束されているのです。 

 

天の父よ。人生の中で様々な苦しみ、悲しみを経験します。けれどもそれはひとときだとイエ

スさまは言われます。それを飲み込んでしまう、乗り越えてしまうほどの喜び、救いが与えら

れているからです。十字架の死を通り、三日目によみがえられたイエスさまに導かれ、わたし

たちもまた悲しみから喜びへと移されることを信じます。どうぞそこに希望を置いて歩むこと

ができますように。主の御名によって祈ります。アーメン。 


